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さ
え
ぎ
る
も
の
の
な
い
砂
の
大
地
、
そ

の
上
に
青
い
空
と
白
い
雲
、
そ
の
向
こ
う

に
紺
碧
の
日
本
海
が
広
が
っ
て
い
る
。

正
面
に
砂
の
高
ま
り
が
見
え
る
。
こ
れ

が
鳥
取
砂
丘
を
代
表
す
る
「
馬
の
背
」

（
第
二
砂
丘
列
）
で
、
標
高
約
四
十
七
メ

ー
ト
ル
あ
る
。
ひ
と
頃
、
こ
の
馬
の
背
の

側
面
に
落
書
き
さ
れ
、
社
会
問
題
に
な
っ

た
の
は
記
憶
に
新
し
い
。
こ
こ
は
、
山
陰

海
岸
国
立
公
園
の
特
別
保
護
地
区
で
あ

り
、
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
を
守
り
、
節
度
あ

る
利
用
を
心
が
け
た
い
。

砂
丘
を
訪
れ
る
多
く
の
観
光
客
は
必
ず

と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
、
馬
の
背
を
目
指
し

て
歩
く
。
砂
に
足
を
と
ら
れ
て
登
る
に
は

ひ
と
苦
労
だ
が
、
頂
上
に
立
つ
と
日
本
海

か
ら
の
風
が
心
地
よ
い
。
さ
ら
に
、
一
気

に
海
ま
で
駈
け
降
り
て
振
り
向
け
ば
、
標

高
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
か
ら
見
上
げ
る
砂
だ
け

で
つ
く
ら
れ
た
「
馬
の
背
」
の
高
さ
に
圧

倒
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

馬
の
背
の
手
前
（
内
陸
寄
り
）
に
、

「
オ
ア
シ
ス
」
と
呼
ば
れ
る
凹
地
が
あ
る
。

雨
が
多
い
と
き
は
水
を
た
た
え
、
少
な
く

な
る
と
そ
の
水
は
涸
れ
る
。
し
か
し
、
そ

こ
に
流
れ
込
む
尻
無
川
（
湧
き
水
）
は
年

中
絶
え
る
こ
と
は
な
い
。

こ
の
オ
ア
シ
ス
に
は
、
不
思
議
な
こ
と

に
梅
雨
時
期
に
な
る
と
カ
エ
ル
や
オ
タ
マ

ジ
ャ
ク
シ
、
ハ
イ
イ
ロ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
な
ど

が
出
没
す
る
。
い
つ
も
水
が
あ
る
わ
け
で

は
な
い
の
に
な
ぜ
見
ら
れ
る
の
か
、
そ
の

生
態
は
な
ぞ
に
包
ま
れ
て
い
る
。

夏
至
を
は
さ
ん
で
前
後
二
ヵ
月
間
は
、

太
陽
が
日
本
海
に
沈
む
。
太
陽
が
傾
く
と

次
第
に
空
が
色
づ
き
、
水
平
線
が
燃
え
始

め
る
。
そ
し
て
、
太
陽
が
沈
む
直
前
、
一

本
の
光
が
海
を
渡
っ
て
馬
の
背
に
突
き
刺

さ
る
。

気
が
つ
く
と
沖
合
い
に
漁
り
火
が
点
々

と
灯
っ
て
い
る
。
鳥
取
名
物
の
イ
カ
釣
り

漁
船
で
あ
る
。
空
が
暗
く
な
る
に
つ
れ
、

そ
れ
は
次
第
に
明
る
く
な
り
、
そ
し
て
数

を
増
し
て
ゆ
く
。

風
紋
は
砂
丘
の
東
側
や
馬
の
背
の
凹

み
、
砂
丘
西
側
な
ど
風
が
通
る
場
所
で
比

較
的
よ
く
見
ら
れ
る
。

乾
燥
し
た
砂
に
毎
秒
五
〜
十
メ
ー
ト
ル

の
風
が
吹
く
と
、
一
面
さ
ざ
波
の
よ
う
な

見
事
な
模
様
の
風
紋
に
な
る
。
弱
い
風
で

で
き
た
風
紋
は
乱
れ
が
少
な
く
、
強
く
な

る
に
つ
れ
乱
れ
が
出
始
め
、
足
跡
も
す
ぐ

に
消
し
去
っ
て
し
ま
う
。
観
察
す
る
と
、

ゆ
っ
く
り
で
は
あ
る
が
風
下
側
に
動
い
て

い
く
の
が
わ
か
る
。
そ
こ
に
は
、
生
き
て

い
る
砂
丘
が
あ
り
、
自
然
の
息
吹
が
感
じ

ら
れ
る
。

風
が
吹
い
た
早
朝
、
人
影
も
ま
ば
ら
な

砂
丘
に
立
て
ば
、
神
秘
的
な
情
景
に
出
合

え
る
は
ず
だ
。

オ
ア
シ
ス
の
手
前
、
南
西
部
に
火
山
灰

層
が
露
出
し
た
場
所
が
あ
る
。
周
囲
の
砂

の
色
と
違
っ
て
、
黄
土
色
を
し
た
層
な
の

で
簡
単
に
見
分
け
ら
れ
る
。

こ
の
火
山
灰
は
、
更
新
世
の
終
り
頃

（
約
一
〇
万
年
〜
二
・
五
万
年
前
）
に
降

灰
し
た
こ
と
が
判
明
し
て
お
り
、
大
部
分

が
大
山
の
大
噴
火
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

地
質
調
査
を
行
っ
た
研
究
者
に
よ
っ
て
、

大
山
火
山
な
ど
か
ら
飛
来
し
た
火
山
灰
を

砂
の
間
に
は
さ
ん
で
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
鳥
取
砂
丘
は
火

山
灰
降
下
以
前
の
古
砂
丘
と
、
以
後
の
新

砂
丘
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
鳥
取
砂
丘
は
全
国
の
砂
丘

で
も
珍
し
く
、
砂
丘
の
構
造
が
よ
く
わ
か

る
の
で
貴
重
で
あ
る
。
ま
た
、
露
出
地
周

辺
で
は
土
器
や
石
器
を
見
か
け
る
こ
と
も

あ
り
、
興
味
深
い
。

南
西
約
三
百
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
マ

ツ
林
が
見
え
る
が
、
そ
の
海
側
に
高
低
差

約
二
十
メ
ー
ト
ル
の
凹
地
が
あ
る
。
稜
線

か
ら
約
三
十
二
度
の
急
斜
面
が
、
湾
曲
し

た
す
り
鉢
状
の
地
形
を
形
づ
く
っ
て
い
る
。

こ
こ
鳥
取
砂
丘
で
は
、
こ
の
よ
う
な
地

形
を
「
ス
リ
バ
チ
」
と
呼
ん
で
お
り
、
特

に
こ
の
「
追
後
ス
リ
バ
チ
」
は
、
そ
の
湾

曲
し
た
形
と
い
い
、
大
き
さ
と
い
い
、
鳥

取
砂
丘
を
代
表
す
る
。
ま
た
、
今
は
涸
れ

て
し
ま
っ
た
が
、
以
前
は
豊
富
な
湧
き
水

が
あ
り
、
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
た
。

砂
簾
は
、
ス
リ
バ
チ
の
風
下
側
の
急
斜

面
に
見
ら
れ
る
。
飛
砂
が
安
定
な
角
度

（
安
息
角
と
い
い
約
三
二
度
）
以
上
に
積

み
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
が
崩
れ
た
と
き
に
で

き
る
模
様
で
、
強
風
を
伴
っ
た
雨
が
お
さ

ま
り
、
お
だ
や
か
に
乾
燥
し
て
い
く
と
き
、

大
規
模
な
砂
簾
が
で
き
る
こ
と
が
あ
る
。

一
ヵ
所
が
崩
れ
始
め
る
と
次
々
と
横
に

つ
な
が
り
、
と
き
に
動
き
が
止
ま
る
。
風

が
砂
の
表
面
を
な
で
る
と
、
ま
た
崩
れ
が

始
ま
る
。
時
を
忘
れ
、
静
寂
が
支
配
す
る

瞬
間
だ
。

雨
を
伴
う
強
風
に
さ
ら
さ
れ
る
と
、
砂

丘
の
表
面
は
強
い
浸
食
作
用
を
受
け
る
。

そ
の
結
果
、
風
下
側
に
長
い
三
角
錐
状
の

「
砂
柱
」
が
で
き
る
。
シ
ル
ト
（
砂
よ
り

粒
子
の
細
か
い
土
）
膜
が
風
上
側
に
形
成

さ
れ
、
風
下
側
の
砂
を
風
食
か
ら
守
っ
て

い
る
。

一
般
に
、
風
が
強
く
な
る
ほ
ど
背
が
高

く
前
後
に
長
く
な
り
、
台
風
な
ど
長
時
間

の
暴
風
に
さ
ら
さ
れ
る
と
、
一
面
に
豪
快

な
砂
柱
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

砂
丘
は
、
砂
漠
と
よ
く
混
同
さ
れ
る
。

だ
が
、年
間
降
水
量
が
約
二
千
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
と
、
砂
漠
よ
り
明
ら
か
に
水
は
豊
富

で
あ
る
。
真
夏
な
ど
の
雨
の
少
な
い
時
期

で
も
、
表
面
は
乾
い
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
が
、
五
〜
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
掘
れ
ば

湿
っ
た
砂
の
層
が
出
現
す
る
。そ
の
水
分
を

利
用
し
て
種
々
の
海
浜
植
物
が
生
育
す
る
。

春
先
に
コ
ウ
ボ
ウ
ム
ギ
が
と
が
っ
た
芽

を
出
し
、
ハ
マ
ニ
ガ
ナ
の
黄
色
い
花
が
砂

丘
を
彩
る
。
初
夏
に
は
ハ
マ
ボ
ウ
フ
ウ
の

白
い
花
に
虫
が
集
い
、
ハ
マ
ヒ
ル
ガ
オ
が

ピ
ン
ク
の
じ
ゅ
う
た
ん
を
敷
く
。

真
夏
の
炎
天
下
に
ハ
マ
ゴ
ウ
が
青
紫
色

の
花
を
つ
け
、
海
岸
部
に
は
ネ
コ
ノ
シ
タ

の
黄
色
の
花
が
連
な
る
。
秋
風
に
ウ
ン
ラ

ン
が
香
り
を
漂
わ
せ
、
秋
の
夕
陽
に
ケ
カ

モ
ノ
ハ
シ
の
ひ
と
む
ら
が
影
を
伸
ば
す
。

足
元
に
広
が
る
生
き
も
の
た
ち
の
営
み
に

ふ
れ
る
の
も
、砂
丘
で
の
楽
し
み
の
一
つ
だ
。

目の前に広がる砂の海。
あるときは豪快に、

またあるときはおだやかに、
砂丘はその表情を変える。

砂と風と光が織りなす壮大なパノラマは、
訪れる人々に圧倒的なスケールで迫ってくる。

砂丘の入り口、
市営駐車場前の階段を上った場所から、

眼前に広がる砂の世界の魅力を探ってみよう。

砂丘入り口から鳥取砂丘の自然を探る

鳥
取
砂
丘

景
観
ガ
イ
ド
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